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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
令
和
２
年
子

年
の
新
年
を
健
や
か
に
迎
え
ら
れ
ま

し
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

昨
年
10
月
に
発
生
い
た
し
ま
し
た

台
風
19
号
の
災
害
に
よ
り
被
災
さ
れ

た
皆
様
に
は
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

私
ど
も
商
工
会
議
所
は
、
被
災
さ

れ
た
会
員
事
業
所
の
皆
様
の
早
期
事

業
再
開
に
向
け
、
関
係
機
関
と
連
携

し
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
一

日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
昨
年
11
月
、
第
16
代
会
頭

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
栃
木
市
の

地
域
経
済
を
代
表
す
る
商
工
会
議
所

の
果
た
す
役
割
と
そ
の
使
命
の
重
大

さ
に
、
日
々
重
責
を
感
じ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口

減
少
の
進
展
は
、
経
済
社
会
に
大
き

な
構
造
変
化
を
も
た
ら
し
、
わ
が
国

は
、
多
く
の
課
題
に
直
面
し
て
お
り

ま
す
。
働
き
方
改
革
が
本
格
化
す
る

中
、
地
方
創
生
を
推
進
し
、
わ
が
国

が
力
強
い
経
済
を
取
り
戻
す
た
め
に

は
、
地
方
の
活
性
化
を
担
う
個
人
事

業
者
を
は
じ
め
と
し
た
小
規
模
事
業

者
の
活
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、商
工
会
議
所
は
、

地
域
経
済
界
の
代
表
と
し
て
、
関
係

各
位
と
協
力
し
栃
木
市
を
元
気
に
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

元
号
が
「
平
成
」
か
ら
「
令
和
」

へ
と
新
し
い
時
代
が
始
ま
り
ま
し

た
。
私
ど
も
は
、
古
き
よ
き
も
の
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
新
し
い
技
術
や

工
夫
を
取
り
入
れ
、
新
た
な
街
づ
く

り
に
挑
戦
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

令
和
時
代
の
今
、
若
者
た
ち
の
英
知

を
結
集
し
、
関
東
で
３
番
目
に
設
立

し
た
栃
木
商
工
会
議
所
の
当
時
の
先

人
た
ち
の
気
概
を
今
の
若
者
達
に
託

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

栃
木
市
の
特
色
あ
る
「
農
商
工
」

に
光
と
磨
き
を
か
け
、
併
せ
て
、
郷

土
偉
人
の
日
立
製
作
所
創
業
者
「
小

平
浪
平
翁
」
生
誕
地
か
ら
、
世
界
に

羽
ば
た
く
も
の
づ
く
り
の
志
を
持
つ

人
材
育
成
を
推
進
す
る
た
め
、
米
国

の
「
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
」
を
参
考
に
、

高
付
加
価
値
の
ヒ
ト
・
モ
ノ
の
交

流
「
ト
チ
ギ
バ
レ
ー
」
開
発
計
画
の

研
究
、
全
国
に
誇
れ
る
栃
木
県
名
発

祥
の
地
の
歴
史
・
伝
統
に
培
っ
た
文

化
や
地
方
資
源
の
調
和
し
た
県
南
中

核
都
市
『
令
和
ル
ネ
サ
ン
ス
』
を
栃

木
商
工
会
議
所
の
将
来
像
と
し
て
掲

げ
、
会
員
や
市
民
の
皆
様
と
と
も
に

手
を
携
え
て
、
挑
戦
し
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
以
前
よ
り
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
各
事
業
等
を
継
続
し
な
が

ら
、
第
33
期
の
役
員
・
議
員
の
皆
さ

ん
と
と
も
に
、
各
会
員
事
業
所
が
100

年
長
寿
企
業
を
目
指
す
よ
う
支
援
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
、
会
員
事
業
所
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
も
、
よ
り
一
層
の
ご
支

援
ご
協
力
を
賜
り
た
く
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
会
員
事
業
所
の
皆
様
が

よ
り
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈

念
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。
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　新年明けましておめでとうございます。謹んで初
春のお慶び申し上げます。
　旧年中は栃木商工会議所青年経営者会の諸活動に
際しまして、格別のご支援ご協力を賜りました事に、
心より厚く御礼を申し上げます。
　昨年は、天皇陛下が御即位され、元号が「令和」
になり新たな時代が華々しくスタートしました。令
和元年度は「百花繚乱」のスローガンのもと、栃木
YEG メンバーが、様々な場面で才能を発揮し咲き
乱れました。８月には、蔵の街サマーフェスタ「ハ
ピネス蔵フェス」を主管し、新コンテンツ蔵フェス
CUP e スポーツ2019大会を開催しました。e スポー
ツは、2024年パリオリンピックで採用が検討されて
おり、今回の蔵フェスでは東京オリンピックプレイ
ベントとして開催しました。山車会館前の大きなス
クリーンでの決勝戦では多くの子供達に楽しんでい

ただきました。また、若者参加型の蔵フェスを目指
し、栃木高校、國學院栃木高校による書道パフォー
マンスや栃木農業高校、栃木商業高校、栃木工業高
校、栃木東中学校によるブース出店など、若者のパ
ワーで盛り上がり、前年度を上回る盛り上がりを
見せ、多くの方々の笑顔を見る事ができました。10
月には台風19号の影響で、多くの市民、栃木 YEG
メンバーが被災しました。被災直後から栃木県連
YEG メンバーが、当市にまでボランティア活動に
来ていただき、改めて同志の絆を感じました。皆様
の想いを胸に今後もとちぎの HAPPINESS のため
に活動したいと思います。
　さて、今年は東京オリンピック2020が開催されま
す。栃木市も聖火リレーのルートに入り、被災から
復興している姿を国内外にアピールできる絶好の機
会となります。今回私は、東京オリンピック聖火ラ
ンナーとして選出され携われることになりました。
栃木 YEG を代表して、皆様と喜びを分かち合いな
がら走りたいと思います。
　結びに、2020年が皆様にとりまして飛躍の年とな
り、皆様の企業がますます発展されますことを心よ
り御祈念申し上げ、新年のご挨拶といたします。

　新年あけましておめでとうございます。
　皆様におかれましては、令和初の新しい年を健や
かにお迎えのこととお慶び申し上げます。
　平素は栃木商工会議所女性経営者会の活動に対
し、ひとかたならぬご厚情を賜り、厚く御礼申し上
げます。
　昨年は新天皇の即位や消費税増税、自然災害の発
生等、激動の１年でございました。
　当会は２年目を迎え、平成30年の設立から組織の
充実や会員の資質向上を図るべく種々の活動をして
まいりました。
　２月と６月に視察研修を行い、栃木市と関係の深
い日立製作所の歴史と創業者小平浪平翁について知

識が深まり大変有意義な研修となりました。
　５月には関東商工会議所女性会連合会総会が栃木
県内で開催され、管内１都８県75女性会より約700
名もの方々と交流し、連携を感じることが出来まし
た。
　昨年の主事業として掲げていた「蔵の街ふるさと
まつり」への参加については、台風19号の影響によ
り残念ながら中止となってしまいましたが、一つの
目標に向け会員同士が密に連携し合い、一致団結で
きたことは今後の糧になるものと思っております。
　今年はまず新年交流事業として２月に新春講演会
を開催いたします。是非多くの皆様にご参加いただ
きたいと思っております。
　時代は刻々と変化しておりますが、今後も古き良
きものは残しつつ、新時代へ柔軟な対応ができるよ
うな経営者であるべく組織一丸となって精一杯努め
てまいります。
　結びに、2020年が皆様にとりまして実り多き素晴
らしい年になりますことをお祈り申し上げまして、
新年のご挨拶とさせていただきます。
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